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開議 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（瀧本正德君） おはようございます。ただいまの出席議員は１１人です。定足数に達

していますので、会議は成立しました。 

  これから、本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 承認第１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１、承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第５号）

の専決処分に関し承認を求めることについてを議題とします。 

  報告の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第５号）

の専決処分に関し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回専決処分した補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ３９万１，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４９億５，９０１万５，０００円としたものであ

ります。 

  それでは、補正後の歳入歳出予算を第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の２．

歳入を御覧ください。 

  １８款繰入金３９万１，０００円の増は、財政調整基金繰入金の増によるものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の３．

歳出を御覧ください。 

  ６款農林費３９万１，０００円の増は、林業構造改善事業過年度国県補助金返還金の計上

によるものであります。 

  以上、令和４年度住田町一般会計補正予算（第５号）は、緊急を要するため、議会を招集
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する時間的余裕がなかったことから、令和５年１月１６日に地方自治法第１７９条第１項の

規定により専決処分を行ったものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） この林業構造改善事業過年度国県補助金返還金３９万１，０００円は、

旧木工事業整理に当たっての町経由で融資された国・県への補助金の返還金だというふうに

理解しておりますが、このことが今まで議会でも大きな論点になっておりました。町民の関

心も高いことから、この３９万１，０００円の内容を分かりやすく御説明をいただきたいと

思います。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長、菊田賢一君。 

○林政課長（菊田賢一君） 返還金の詳細でございますが、三木の分が２７万９，３１０円、

ランバーの分が１１万１，１８７円、合計で３９万４９７円ということになりますが、基本

的には建屋の分が、まだ残存価格がございまして、もろもろの部分を精査した部分でこのよ

うな返還金になったということでございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） この旧木工２事業体への国・県に係る返還金はこれで終了するという

理解でよろしいのでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） 清算に伴う部分につきましてはこれで終了ということになります。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 



－116－ 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第５号）の専決処分に関し

承認を求めることについてを採決します。 

  承認第１号は原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、承認第１号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第５号）の専決処分に関

し承認を求めることについては、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第７号 

○議長（瀧本正德君） 日程第２、議案第７号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第６号）

を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 議案第７号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第６号）

について御説明いたします。 

  今回の補正予算は既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ３，５１２万９，０００円を追加

し、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ４９億９，４１４万４，０００円とするものでありま

す。 

  初めに、補正後の歳入歳出予算を、第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、詳細は１２ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の２．歳入を御覧ください。 

  １款町税１億８，１９０万円の増は、償却資産課税額１億６，９００万円の増が主なもの

であります。 

  １０款地方交付税４，８３５万８，０００円の増は、普通交付税の増によるものでありま

す。 

  １２款分担金及び負担金７１万８，０００円の減は、保育所運営費一部負担金１８５万円
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の減が主なものであります。 

  １３款使用料及び手数料４９５万５，０００円の減は、町営住宅使用料３７９万６，００

０円の減が主なものであります。 

  １４款国庫支出金２，４１９万９，０００円の減は、放射性物質汚染廃棄物処理事業費補

助金９１６万円の減が主なものであります。 

  １５款県支出金１，４３８万６，０００円の減は、森林病害虫等駆除事業費補助金６０５

万９，０００円の減が主なものであります。 

  １６款財産収入１１３万４，０００円の減は、町有林立木売払い代金５６４万円の減が主

なものであります。 

  １８款繰入金１億３，７０７万４，０００円の減は、財政調整基金繰入金１億３，７０３

万２，０００円の減が主なものであります。 

  ２０款諸収入１８３万３，０００円の減は、学校給食費徴収金４５９万６，０００円の減

が主なものであります。 

  ２１款町債１，０８０万円の減は、町道改良等４７０万円の減が主なものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ４ページをお開き願います。 

  なお、詳細は２２ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の３．歳出を御覧ください。 

  １款議会費２４９万９，０００円の減は、費用弁償１３８万７，０００円の減が主なもの

であります。 

  ２款総務費１億８，５７６万７，０００円の増は、地域情報通信基盤施設整備基金積立金

２億２，８４１万７，０００円の計上が主なものであります。 

  ３款民生費３，７３０万４，０００円の減は、会計年度任用職員給料８３５万６，０００

円の減が主なものであります。 

  ４款衛生費２，２２３万９，０００円の減は、飲料水施設整備費補助金１，９１０万円の

減が主なものであります。 

  ６款農林業費６，２４９万９，０００円の減は、農林業系廃棄物収集運搬処理業務委託料

の減が主なものであります。 

  ７款商工費１，３２０万６，０００円の増は、住田町中小企業等エネルギーコスト節減対

策費補助金２，０００万円の計上が主なものであります。 

  ８款土木費１，２６１万１，０００円の減は、舗装費の減が主なものであります。 
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  ９款消防費１，１０５万３，０００円の減は、大船渡地区消防組合分担金５３３万円の減

が主なものであります。 

  １０款教育費１，５６３万９，０００円の減は、奨学金貸付金２８４万円の減が主なもの

であります。 

  １２款公債費は、財源組替によるものであります。 

  次に、繰越明許費を第２表により御説明いたします。 

  ６ページをお開き願います。 

  ２款総務費、１項総務管理費、税外納付書様式変更事業、７款商工費、１項商工費、住田

町中小企業等エネルギーコスト節減対策費補助事業は実施期間に日数を要するため、繰越し

し、予算執行を行おうとするものであります。 

  次に、債務負担行為の補正を第３表により御説明いたします。 

  ７ページをお開き願います。 

  今回の補正は追加であります。 

  庁舎等建物清掃委託及び町有施設警備委託を追加しようとするもので、庁舎等建物清掃委

託の期間は令和５年度、限度額は６７２万９，０００円、町有施設警備委託の期間は令和５

年度、限度額１，５０１万３，０００円の追加とするものであります。 

  次に、地方債の補正を第４表により御説明いたします。 

  ８ページをお開き願います。 

  今回の補正は変更であります。 

  変更は、次の５事業であります。 

  滝観洞観光センター整備事業を６０万円減額し、１，２３０万円に、種山ヶ原水道施設整

備事業を１５０万円減額し、６，９８０万円に、町道改良等事業を４７０万円減額し、５，

３１０万円に、消防団車両整備事業を２６０万円減額し、１，６６０万円に、過疎地域持続

的発展事業を１４０万円減額し６，０１０万円にしようとするもので、起債の方法、利率、

償還の方法については補正前と同じであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） ３６ページ、７款商工費、１項商工費の２目商工振興費の中の１８節
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負担金補助金及び交付金の説明のところ、住田町中小企業等エネルギーコスト節減対策費補

助金２，０００万円について伺います。 

  新たな事業なのかと思いますが、事業の詳細について伺いたいと思います。 

  それから２点目、その項の下のほうに３目観光費の一番下のほうから三陸ジオパークけせ

ん地域協議会負担金が５０万円減額ということなんですが、このコロナ禍で三陸ジオパーク

の活動が少なかったというような解釈でいいのかどうか伺いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） それでは、私のほうから１点目の住田町中小企業エネルギーコ

スト節減対策費補助金の関係についてお答えいたします。 

  この補助金につきましては、先般の一般質問のほうでもお答えをしておりましたけども、

原油価格とか物価高騰の影響を受ける中小事業者に対しまして、その将来的な企業体質強化

を図るということを目的として、エネルギーコストの節減に資する設備を更新するものにつ

いて補助金を交付するというものでございます。中小事業者がその具体的な行動を起こす部

分についてそこに絞った支援策を今回行うというものでございます。対象条件は町内の中小

事業者となりますけども、要件といたしましては、例えばＬＥＤ照明機器、それから高効率

空調設備、それから厨房機器、それからその他事業の用に供する設備、それぞれの更新とい

うことでいずれもエネルギー効率が既存のものよりも上がるというものについて対象として、

対象設備の更新に要する設備というか、工事費、それらの総額の３分の２以内ということで

補助をさせていただきます。上限を１００万円と設定をさせていただいて、補助をさせてい

ただくものでございます。 

  それから、２点目の三陸ジオパークけせん地域協議会の関係ですけども、５万円の減とな

ります。５０万円ではなくて、５万円の減となりますけども、これにつきましては確かにコ

ロナ禍においてできない事業という部分もございましたので、その部分をやった実績に基づ

いて減額と、補助負担金額が確定したということに伴いまして減額をしたものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） じゃあ１点目についてだけ伺います。 

  エネルギーコスト削減ということは、ＬＥＤとか空調、厨房設備等ということなのですが、

そういうことになると例えば電気とかガスとかガソリンとか石油とかそういうもののエネル
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ギーというんですかね、そういうものに関わるものではないということなのか、それから中

小企業等というふうに書いてありますけど、その中小企業等の等、などについてはどういう

ものなのか、それから今までコロナ対策などほかの補助金もたくさんありましたけども、そ

ういうものとの併用というのはできるのかについて伺いたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） まず１点目の燃料費そのものに対する補助はどうなのかってい

うお話でよろしかったでしょうか。先ほど説明をしましたとおり、設備の更新に係る補助と

いうことでございますので、そこを御理解願いたいと思います。 

  それから２番目の中小事業者という部分ですけども、中小企業基本法に定められている町

内の中小事業者ということになります。 

  それから、３点目のほかの事業との併用は、いずれ対象が異なりますので、ほかのものを

事業としてもらっていてもこれはこれで別個の事業ということですので、補助金をもらえる

ということになります。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 最後の質問なんですが、ちょっと細かいようですが、中小企業等とい

うときの等がどういうことなのかなというのをちょっと理解できなかったんですが。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） 中小事業者には法人のものもあれば、個人事業主というものも

ございますので、中小企業等というのは名前になっておりますけども、中小事業者というこ

とで御理解をいただきたいと思います。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 一つ目は１２ページの歳入の１款町税で固定資産税で償却資産課税

額が１億６，９００万計上になっております。この年度末に近い時期にこのように大きな課

税額が補正されたその案件のことについてどういったものであるか、確認させていただきま

す。 

  二つ目は１４ページの１４款国庫支出金で国庫補助金のところにデジタル田園都市国家構

想推進交付金２８８万７，０００円が計上になっているわけでありますが、総務省によると

この交付に当たってはマイナカードの普及率やそれらを見計らいながら、全国平均を下回る
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場合には交付金の算定に影響するというふうなことも話されておったわけでありますが、今

回この交付金が交付されるに当たっての交付要件はどういうものであったかということと、

この交付金を利用しての歳出の予定事業はどういうものであるか、その点確認させていただ

きます。 

  次に、３１ページ、歳出になりますが、４款の衛生費での予防費のこちらの償還金として

１，７３７万３，０００円、新型コロナ感染症の関係の事業費が大きく返還なったわけです

けども、十分なこれまでの取組の精査によって返還金が生まれたものと思われますけども、

その背景についてお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 税務課長、佐藤修君。 

○税務課長（佐藤 修君） それでは、私のほうからは１２ページの歳入、固定資産税につい

てお答えさせていただきます。 

  固定資産税につきましては、もともと償却資産、今の時期の申告といったようなこともあ

ってですね、当初予算の編成には間に合わないという部分が例年ございます。今回の案件に

つきましては、新たな鉱山等のものがあったということで償却資産が大幅に増えたというこ

とでございます。 

  あと、補正予算の時期につきましては、税収その他全体的なものを見た上で財政と協議の

上で補正の時期を決めていくものでございます。   

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私のほうからはデジタル田園都市国家構想推進交付金の関係

で答弁させていただきます。 

  この部分に交付金を活用した部分はですね、一つ上の地方創生テレワーク交付金というの

がございますけれども、当初そちらのほうで申請しておったんですが、そちらのほうは補助

の率がですね、２分の１ということでちょっと半分ということなんですけれども、デジタル

田園都市のほうの推進交付金につきましては４分の３ということでなりまして、昨年の３月

にですね、急遽国の補正のほうでこういう対応なったものですから、率の良い方にうちのほ

うで乗ったという形でございます。要件等につきましては、デジタル化、Ｗｉ－Ｆｉ環境を

整備するとかそういったものであれば可能だということでそういう部分で実施したというも

のでございまして、この事業を実施した箇所につきましては、仕事と学び複合施設ＩＣＯＷ

ＥＬＬ ＳＵＭＩＴＡの部分でＷｉ－Ｆｉ環境を構築したということでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） コロナウイルスのワクチン接種に係る返還金について御説明

いたします。 

  令和３年度に実施したワクチン接種希望される方皆さんに対してのワクチン接種でござい

ますけども、当初見込んだ経費額よりも少額の経費で接種を皆さんに行うことができたこと

から、３年度の事業を精算した際に返還金が生じたものでございます。   

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 固定資産税についてはこの償却資産の課税に対して徴収は年度内に

一度に行われるというふうなことで理解していいか、その点お伺いいたします。 

  それから、デジタル田園都市構想の交付金については事業の制度の組替えというようなこ

とで理解をいたしました。いずれ歳出に当たって事業目的に沿って事業が行われたというこ

とでありまして、次はこれらの運用のことになると思いますんで、運用に当たっての学びの

ところでどのように現状で進んでいるかその点お伺いさせていただきます。 

  それから、新型コロナの関係でワクチン接種が皆さんの様々な努力、医療関係者の努力で

残金が生まれたというふうなことでありますが、このことは、返還は町民のワクチン接種や

そういったところの接種率等の利用の部分が大きく低下したために生まれたというようなこ

とでなく、当初見込みのワクチン接種やそれらに関わる取組が十分行われた上での残金とい

うふうなことで理解してよろしいかお伺いします。 

○議長（瀧本正德君） 税務課長。 

○税務課長（佐藤 修君） 先ほどの償却資産の部分につきましては、既に今年度収納してい

る状況でございます。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私からはイコウェルすみたの運用面のことについて御答弁さ

せていただきます。 

  １月１６日に施設のほうは完成いたしまして、その後Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備あるいは備品

等の購入を順次進めてまして、当初は３月中旬頃にオープンということを想定しておりまし

たけれども、現在のり面といいますか、環境の部分ですね、の工事のほうにちょっと着手す

るということでそれは３月末に終わるということでございまして、４月中旬頃にプレオープ
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ンという形を想定してございます。ということでよろしいですか。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ただいまの御質問の接種率が低下した等による補助金の返還

ではないかというような御質問でございますが、接種率は低下しておりませんし、九十数％

の高い接種率でありますし、取組をきちっとした結果、返還金が生じたという内容になって

おります。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ７番、阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） ２点お願いいたします。 

  まず歳入のほうですが１２ページのですね、町税たばこ税ですね、１，１７３万ほどの大

幅な増収があるわけですが、いきなり喫煙者が増えたわけではないと思うんですが、この増

員の要因は何だったのかお伺いいたします。 

  それから、１７ページのね、県支出金のほうですが、１５款２項４目２節のですね、林業

振興事業費補助金、支出のほうにもあるんですが、こちらのほうで大幅な減額になっている

わけですが、主に松くい虫のほうかなと思うんですが、この減額になった要因は何かをお伺

いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 税務課長。 

○税務課長（佐藤 修君） 町たばこ税につきましては、一昨年、令和３年度にたばこ税等が

値上げされてございます。その際にたばこの実際の購入数によって税収が入ってくるもので

すから、全体的に下りるだろうという、下りるといいますか、本数が減るんだろうという見

込みを立てていたところ、見込みよりも減少数が少なかったということで、前年並みぐらい

の本数が販売されているということから税収が伸びたということでございます。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） 松くい虫の減額に係る要因ということでございますが、松くい自

体は令和３年度４年度と比較して増えているような状況にはなっております。駆除数につい

ても前年度上回っておりますが、当初の見込みは拡大傾向にありますので、当初の見込みが

過大に評価したという部分での減額になります。 

  以上です。 
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○議長（瀧本正德君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 松くい虫はそうだということでございますが、過日の森林組合の総会

の中では、ナラ枯れも住田町内で発生してきたということがありますが、そういうものの対

策はこの事業でできるのかお伺いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） ナラ枯れにつきましても今年度、一昨年度発生しておりますが、

今年度についても１か所発生しております。ナラ枯れについても早期の駆除が大切と思って

おりますので、早期の駆除対応をしたいと思ってます。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） ２点お尋ねをいたします。 

  ２５ページの２款総務費、１項総務管理費、６目企画費、１２節の委託料、まず一つはふ

るさと納税に関わってお尋ねをいたします。 

  支援業務の委託先とこの委託料というのがどのようになっているのか、それで現時点での

寄附額もお尋ねをいたします。 

  ２点目は３３ページの６款農林業費、２項林業費、７節の報償費に関わって、これは鳥獣

害に、有害捕獲業務というふうになっておりますが、鳥獣害についてお尋ねをいたします。 

  現時点での鹿、イノシシの捕獲頭数は何頭になっているのかお尋ねいたします。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私のほうではふるさと納税の支援業務委託料の件でございま

す。 

  現在この部分につきましては、さとふるさんのほうに業務委託をいたしまして、寄附につ

きましては、出来高制でございまして、およそ少額で、ちょっと月数が少なかったもんです

から、ちょっと実績的には１０万円程度ということになってございます。 

  あと実績につきましてですけれども、１月末現在ですけれども、寄附額につきましては２，

１６２万８，０００円ほどとなってございまして、前年度比の同じ時期と比較しましては１

７６万８，０００円ほど上回っているという形でございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） 有害駆除の実績ということになりますが、ニホンジカについては
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今年度現在のところ９７６頭、イノシシにつきましては１９頭、ツキノワグマについては６

頭というふうな状況になっております。 

○議長（瀧本正德君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） ふるさと納税は委託先はさとふるということで、１０万ほどの費用が

かかっているということです。寄附額については２，１６２万ということですが、そこでお

尋ねしたいのは、このふるさと納税の収支ですね、寄附金がまずありますね。支出とすれば

返礼品代であるとか、業務委託料であるとか事務費があると思いますが、この収支というの

は大体どのぐらい実質的な、収入といいますかね、なっているものなのでしょうか。 

  それから、獣害駆除のほうの鳥獣害についてお尋ねいたしますが、先ほど日本鹿について

は９７６頭、イノシシは１９頭、熊については６頭ということでした。そこでこのですね、

鳥獣害の見てみますと、４月１日から１０月３１日までは町の独自の獣害駆除の期間であり

ます。１１月１日から２月末っていうのは県の指定管理事業。この中で１年間を通してみま

すと、３月１日から３月３１日、今の時期ですね、この時期が狩猟期間ということで特にお

金は出ないと、捕獲してもお金が出ないという時期になってて、狩猟者の方々に聞きますと、

やはりお金が出ないものですから、捕獲の意欲が格段に下がっちゃう。なかなかここの３月

期間中っていうのは捕獲頭数が少ないんですね。私が考えるに、一番本当はこの３月中とい

うのが暖かくなってきまして、動物も動き出します。こういう時期にきちっとした町独自の

ね、獣害捕獲のこれを新設したほうがいいのじゃないかというふうな声があります。この件

についてはいかがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） ふるさと納税の収支につきましてでございますけれども、収

入につきましては先ほど言いました２，１００万円ほど今現在なってございますが、支出に

つきましては、返礼品につきましては、総務省から通知来ているとおり３割のルールがござ

いますので、およそ返礼品につきましては６００万ほどかと思います。あとはそれにかかる

送料でありますとか、あとはふるさと納税のクレジット決済とかがございますけれども、そ

こで３００万ほどから４００万ほどでございますので、１，０００万ほど経費としてはかか

っている状態でということで１，０００万円くらいのプラスという形になってございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） 鹿対策の独自のというふうな部分でございますが、猟期中の助成
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については、今のところ考えてはございません。ただ、有害駆除の部分で網に引っかかった

りですとか、そういった部分での有害駆除はこの猟期中でも継続して実施しているような状

況になっております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 分かりました。ふるさと納税の収支については大体ネットでいえば１，

０００万ぐらいになっているかなと。ここのネットのところをきちっとやっぱり押さえてい

くことが大事なんだろうというふうに思います。 

  そこで、提案でございますけれども、陸前高田市と一関さんでは連携をしまして、ふるさ

と返礼品をですね、山の幸と海の幸を組み合わせてやっているんですね。私は以前から提案

をいたしましたが、大船渡と住田、これ定住自立圏の中にありますので、そういう中でこの

ふるさと納税のセット品ですね、住田の肉であるとか山のもの、大船渡の海のものですね、

こういうものをやっぱり開発をしながらやっていくというのは一つの手じゃないのかなとい

うふうに思います。いかがでございますか。 

  それから、鳥獣害のほうですが、ネットに引っかかったものについてはそれのとおりにや

っているということですが、やはりこの３月期間というのが一番私は大事な時期だというふ

うに思います。なぜかといいますと、ハンターの方々は農業とか林業とか携わっております

から、もう暖かくなってきますと畑仕事のほうに４月になりますともう出なければなりませ

ん。この３月の期間中にどれだけ捕れるかどうか、そこがやっぱり一つの鳥獣害対策のポイ

ントになるんじゃないかなというふうに思います。鳥獣被害防止計画というのがありますが、

これは令和５年度から新しくつくるようになります。ぜひこの３か年の新しい計画の中で検

討していただきたいというふうに考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） それでは私のほうから１点目のふるさと納税の返礼品の関係に

ついてお答えをいたします。 

  村上議員のほうから御提案いただいた部分でございますけども、基本的にふるさと納税の

返礼品というのはその土地のものと基本的にはそうなっておりまして、あとあるいはそこの

土地から出た材料費を、原材料費ですね、使っているようなものみたいな部分である程度の

制約がありますので、そういった部分で定住自立圏とのことで例えば海のものと山のものと

セットというようなお話もございましたけども、そういった部分がうまく返礼品として該当
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するのかどうかといった部分もちょっと調査しながら検討させていただきたいというふうに

考えております。 

○議長（瀧本正德君） 林政課長。 

○林政課長（菊田賢一君） それでは、有害駆除の部分でございますが、議員御質問のとおり

ですね、４月５月あたりは雪解けになって駆除頭数も増えているような状況になっておりま

す。３月中のというふうな部分ではございますが、これからの計画等々に加味しながら有害

駆除の対策を講じていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第７号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第６号）を採決します。 

  議案第７号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第７号 令和４年度住田町一般会計補正予算（第６号）は原案のとおり

可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 議案第８号 

○議長（瀧本正德君） 日程第３、議案第８号 令和４年度住田町国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 
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  町民生活課長、鈴木絹子君。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 議案第８号 令和４年度住田町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）について説明いたします。 

  今回の予算の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ５，９３１万１，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ７億６,７９１万５，０００円とする

ものです。 

  補正の内容について、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正により説明いたします。 

  初めに、歳入について御説明いたします。 

  なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書２．歳入を御覧ください。 

  １款国民健康保険税２３７万２，０００円の減は、一般被保険者国民健康保険税医療給付

費分の減が主なものです。 

  ３款県支出金６，１８３万３，０００円の増は、普通交付金の増が主なものです。 

  ４款財産収入７，０００円の減は、基金運用収入の減によるものです。 

  ７款雑入１４万３，０００円の減は、特定健康検査自己負担金の減によるものです。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  詳細は７ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書３．歳出を御覧ください。 

  ２款保険給付費、６，２２６万円の増は、一般被保険者医療費保険者負担分の増が主なも

のです。 

  ３款国民健康保険事業費納付金１９６万５，０００円の減は、一般被保険者医療給付費分

納付金の減が主なものです。 

  ５款保健事業費６７万７，０００円の減は、健診健康検査委託料の減によるものです。 

  ６款基金積立金７，０００円の減は、基金運用収入積立金の減によるものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 
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○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第８号 令和４年度住田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を採

決します。 

  議案第８号は原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第８号 令和４年度住田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 議案第９号 

○議長（瀧本正德君） 日程第４、議案第９号 令和４年度住田町介護保険特別会計補正予算

（第３号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 議案第９号 令和４年度住田町介護保険特別会計補正予算

（第３号）について御説明いたします。 

  今回の補正予算は、保険事業勘定歳入歳出予算の補正であり、既定の歳入歳出予算の総額

から、歳入歳出それぞれ５０４万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ１０億２，７４０万９，０００円にしようとするものです。 

  補正後の歳入歳出予算を、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正により御説明いたします。 

  ２ページをお開きください。 

  まず、歳入について御説明いたします。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別

明細書２．歳入を御覧ください。 

  １款保険料、１項介護保険料２６１万９，０００円の減は、第１号被保険者保険料の減に

よるものです。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料５，０００円の増は、督促手数料の増によるものです。 
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  ３款国庫支出金、１項国庫負担金１２万４，０００円の増は、介護給付費負担金の増。同

じく、２項国庫補助金６万８，０００円の減は、調整交付金、地域支援事業交付金の減が主

なものです。 

  ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金９８万円の減は、介護給付費交付金の減が主な

ものです。 

  ５款県支出金、１項県負担金１２２万２，０００円の減は、介護給付費負担金の減。同じ

く２項県補助金３０万４，０００円の減は、地域支援事業交付金の減によるものです。 

  ６款財産収入、１項財産運用収入４，０００円の減は、基金運用収入の減によるものです。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金２０１万円の減は、低所得者保険料軽減繰入金の減が主

なものです。同じく２項基金繰入金２０３万５，０００円の増は、介護給付費準備基金繰入

金の増によるものです。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  詳細は９ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書３．歳出を御覧ください。 

  １款総務費、１項総務管理費１万１，０００円の減は、消耗費の減。同じく２項徴収費５

万８，０００円の減は、印刷製本費の減、同じく３項認定調査費６万９，０００円の増は、

主治医意見書作成料の増が主なものです。 

  ２款保険給付費、１項介護等給付費３３６万１，０００円の減は、特定入所者介護サービ

ス費等の減が主なものです。 

  ４款基金積立金、１項基金積立金４，０００円の減は、介護給付費準備基金積立金の減に

よるものです。 

  ５款地域支援事業、１項包括的支援事業・任意事業１４１万７，０００円の減は、生活支

援コーディネーター設置事業委託料の減が主なものです。同じく２項介護予防・生活支援サ

ービス事業２６万１，０００円の減は、通所介護短期集中型サービス事業委託料の減による

ものです。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 
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  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第９号 令和４年度住田町介護保険特別会計補正予算（第３号）を採決し

ます。 

  議案第９号は原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第９号 令和４年度住田町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、原

案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 議案第１０号 

○議長（瀧本正德君） 日程第５、議案第１０号 令和４年度住田町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 議案第１０号 令和４年度住田町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）について説明いたします。 

  今回の予算の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５１２万５，００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ８，５１４万９，０００円にしよ

うとするものです。 

  補正の内容については、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正により説明いたします。 

  初めに、歳入について御説明いたします。 

  詳細は４ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書２．歳入を御覧ください。 

  ３款繰入金５１２万５，０００円の減は、保険基盤安定繰入金の減によるものであります。 

  次に、歳出について説明いたします。 
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  詳細は４ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書３．歳出を御覧ください。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金５１２万４，０００円の減は、保険基盤安定負担金の

減によるものであります。 

  ３款諸収入１，０００円の減は、還付加算金の減によるものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１０号 令和４年度住田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

  議案第１０号は原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１０号 令和４年度住田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 議案第１１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第６、議案第１１号 令和４年度住田町簡易水道事業会計補正予

算（第３号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  建設課長、佐々木真君。 
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○建設課長（佐々木 真君） 議案第１１号 令和４年度住田町簡易水道事業会計補正予算

（第３号）について御説明いたします。 

  議案書１ページを御覧ください。 

  第２条の収益的支出の予定額の補正は、既決予定額を１２２万４，０００円減額しようと

するものであります。 

  第３条の資本的収入及び支出の予定額の補正は、既決予算額を２５５万円減額し、補塡財

源を改めようとするものであります。 

  補正予算の主な理由を、３ページ、補正予算実施計画により御説明申し上げます。 

  収益的支出の補正は、１款１項１目原水費及び浄水費を１１０万円減額し、同じく２目配

水費及び給水費を５０万円減額し、２項２目消費税及び地方消費税を３７万６，０００円増

額するものです。 

  資本的支出の補正は、１款１項１目原水費及び浄水費の委託料を実績見込みにより２５５

万円減額するものです。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１１号 令和４年度住田町簡易水道事業会計補正予算（第３号）を採決

します。 

  議案第１１号は原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

  起立多数であります。 

  したがって、議案第１１号 令和４年度住田町簡易水道事業会計補正予算（第３号）は原

案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第７ 議案第１２号 

○議長（瀧本正德君） 日程第７、議案第１２号 令和４年度住田町下水道事業会計補正予算

（第４号）を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

○建設課長（佐々木 真君） 議案第１２号 令和４年度住田町下水道事業会計補正予算（第

４号）について御説明いたします。 

  議案書１ページを御覧ください。 

  第２条の収益的支出の予定額の補正は、既決予定額を５０万円減額しようとするものであ

ります。 

  第３条の資本的収入及び支出の収入の予定額の補正は、既決予定額を３２６万円減額し、

同じく支出の予定額の補正は既決予定額を５４６万８，０００円減額し、補塡財源を改めよ

うとするものであります。 

  補正予算の主な理由を、３ページ、補正予算実施計画により御説明申し上げます。 

  収益的支出の補正は、１款１項１目管路施設管理費を５０万円減額するものです。 

  資本的収入及び支出の収入の補正は、１款２項１目国庫補助金を事業費の減少により３２

６万円減額するものです。同じく支出の補正は１款１項３目総係費の公共下水道ストックマ

ネジメント基本計画策定業務委託料を５４６万８，０００円減額するものです。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
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          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１２号 令和４年度住田町下水道事業会計補正予算（第４号）を採決し

ます。 

  議案第１２号は原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

  起立多数であります。 

  したがって、議案第１２号 令和４年度住田町下水道事業会計補正予算（第４号）は原案

のとおり可決されました。 

  ここで、暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時００分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第８ 議案第１３号 

○議長（瀧本正德君） 日程第８、議案第１３号 住田町個人情報の保護に関する法律施行条

例を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、山田 研君。 

○総務課長（山田 研君） 議案第１３号 住田町個人情報の保護に関する法律施行条例につ

いて提案理由の説明をいたします。 

  個人情報保護制度につきましては、これまで各地方公共団体において、それぞれ条例を制

定して対応しておりましたが、令和３年５月に個人情報保護法の改正が行われ、国や民間も

含めた全国的な共通ルールが法で設定されました。 

  本町におきましても地方公共団体の法の施行日が令和５年４月となることから、これに併
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せ、本条例を制定しようとするものであります。 

  主な内容は、対象とする町の機関等の規定、個人情報を適正に管理するための帳簿の整備

に関する規定、個人情報の開示請求、訂正請求、利用停止請求の手続に関する規定、審査会

への諮問に関する規定の訂正であります。 

  それでは、議案書により説明いたします。 

  １ページを御覧ください。 

  第１条は、この条例の趣旨であります。 

  第２条第１項は、町の機関の規定、第２項は、個人情報の保護に関する法律及び施行令で

使用する用語を規定するものであります。 

  第３条第１項は、個人情報取扱事務登録簿の定義及び記載事項を、第２項は、登録及び変

更の義務、第３項は、抹消の義務、第４項は、一般の閲覧措置義務を規定するものでありま

す。 

  第４条は開示請求への記載事項を規定するものであります。 

  ２ページを御覧ください。 

  第５条第１項は、開示請求の手数料、第２項は、開示請求に係る写しの交付に要する費用

負担を規定するものであります。 

  第６条は、個人情報の訂正等を提供する場合の訂正請求書への記載事項を規定するもので

あります。 

  第７条は、保有個人情報の利用停止請求をする場合の利用停止請求書への記載事項を規定

するものであります。 

  第８条は、住田町情報公開個人情報保護審査会に諮問することができる場合を規定するも

のであります。 

  次に、附則であります。 

  第１条は、施行期日を令和５年４月１日とするものであります。 

  第２条は、個人情報保護条例を廃止するものであります。 

  第３条は、個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置で、第１項は、職員等が知り得た個人

情報の守秘義務について、第２項は、事務の委託を受けた者等が知り得た個人情報の守秘義

務について、第３項は、施行日前にされた開示等の請求について、第４項は、個人の秘密を

正当な理由なく提供した場合の罰則について、第５項は、自己もしくは第三者の不正な利益

を図る目的で提供等をした場合の罰則について、第６項は、旧条例の廃止前の違反に対する
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罰則について規定するものであります。 

  ３ページを御覧ください。 

  第４条は、個人情報保護条例の廃止及び住田町個人情報の保護に関する法律施行条例の新

規制定による用語の変更に伴う一部改正であります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） それでは、今回の個人情報の保護に関する法律施行条例については、

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備ということで、この後の議案にも２つ議案

が出てくるわけですけども、最初に確認させていただきます。 

  デジタル社会の形成ということで、一般質問やこれまでの質疑の中でも取り扱ってきたわ

けですけども、自治体ＤＸのまず取組のことについて確認をさせていただきます。 

  国、総務省では、自治体に対してこの事業を取り組むためにデジタル人材の確保・育成の

取組を支援するとして、民間から専門人材を確保して、ＣＩＯなど最高情報管理統括責任者

等を置くような指導もなされているわけですけども、今回の６番議員の一般質問の中で、自

治体ＤＸの推進に当たっては、庁内の職員での推進委員会で対応するという体制で取り組む

ということと、できることから取り組むということでありました。民間からこのような大事

なところに登用するということは、情報の漏えい等にもつながるというようなことで、その

体制で取り組むということについて、再度その点のところを確認させていただきます。 

  ２つ目は、このデジタル社会の目指すものの一つの中に、マイナンバーカードの普及があ

ります。マイナンバーカードは、赤ん坊から高齢者までが対象として取得に努めておるわけ

ですけども、民間のアンケート調査によると、取得者の７割は、マイナポイントがもらえる

からという理由でマイナンバーカードの利活用について深く考えないで取得に進んでいると

いう点がありますので、マイナンバーカードの取扱い、このことも今後のところで個人情報

漏えい等につながるものではないかと思うことから、その点を確認させていただきます。 

○議長（瀧本正德君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私のほうから自治体ＤＸに関係いたしまして、情報漏えいの

件についてお答えいたします。 

  昨今の一般質問のほうでも答弁したとおり、推進体制につきましては、ＤＸ推進本部を設
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置いたしまして、ＤＸ推進計画委員が中心になって計画を進めていくという形になってござ

います。 

  その中で情報漏えいの件つきましては、本庁のほうでもセキュリティポリシーのほうを定

めてございまして、今年度併せましてそちらのほうも改定する予定でございますので、そう

いった部分、個人保護の観点からも調整しながら、情報漏えいには万全を期して対応してい

きたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 私のほうからは、マイナンバーカードの普及と情報漏えいの

関連についてお答えいたします。 

  マイナンバーカードの利活用についてでございますけれども、現在やはり、ポイントとい

うことで進んでいる傾向がありますけれども、２０２４年度には健康保険証との結びつけが

義務になってくるようでございます。国の動き等を見ながら、正しい使い方等の普及に努め

てまいりたいと考えております。 

  また、情報漏えいにつきましても、マイナンバーカードを所持したために情報漏えいする

というような考えが至らないようにマイナンバーカードの安全性について普及してまいりた

いと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 自治体ＤＸの取組については分かりました。いずれ庁舎内の横断的

な対応で行政サービスが落ちないように対応するということでお願いしたいと思います。 

  次に、マイナンバーカードについては、マイナンバーカードは、デジタル社会のパスポー

トというふうな位置づけで国も取り組んでいるということで、今後、健康保険証の利用や運

転免許証との一体化など、マイナンバーカードを使わざるを得ない状況につくり出していく

のではないかというふうなことが考えられます。 

  もう一つは、公金の受取口座の登録等もありまして、マイナンバー利用の事務を拡大すれ

ば、情報漏えいの危険性が高まって、個人情報の取扱いについては本人同意が原則でありま

すが、そこら辺のところも心配されるところでありますが、その対応についてお伺いいたし

ます。 

○議長（瀧本正德君） ここで暫時休憩します。 
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休憩 午前１１時２２分 

 

再開 午前１１時２３分 

 

○議長（瀧本正德君） それでは、再開しますので答弁をいただきます。 

  町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） マイナンバーカードの情報、公金等結びつければ、情報漏え

い等の心配が増大するというような考えでございますけれども、現在、相当数の方が公金等

結びつけてきているような状況にあると思いますけれども、マイナンバーカードを所持して、

マイナンバーカード自体から情報漏えいするというような事例はまだ報告されていないと捉

えております。マイナンバーカードの安全性のほうを普及してまいりたいと考えております。

もちろんリスク等もあれば、リスク等についても考えて対応してまいりたいと考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） いずれ条例の下に住民サービスが総合的に行われるんだろうと思い

ます。 

  いずれこのことによって。デジタル化ということを上げて、本人の望まない形で他の目的

に利用されないことを担保するためにも、個人情報保護を形式化させないように取り組んで

ほしいということをこの条例に先立って希望するところであります。見解をお伺いできれば

と思います。 

○議長（瀧本正德君） 総務課長。 

○総務課長（山田 研君） 個人情報保護に関しましては、先ほど提案説明でも申し上げまし

たとおり、今までは地方公共団体のほうで全て対応するということでしたが、これからは、

国で一元化して対応するというふうなことになってございます。 

  具体的には、国におきまして個人情報保護委員会というものを設けて対応するというふう

なことになります。ガイドラインを設けて、この部分はこうするんだ、この部分はこうするん

だということで一つ一つ個人情報の保護に重点を置きながら進めていくというふうな体制とな

ってございます。 
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  地方公共団体、本町も含めましては、制度につきましては、国において制度のほうを構築

するというふうなことになってございますので、住田町といたしましては、それを適切に運用

していくというふうな形になると考えてございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１３号 住田町個人情報の保護に関する法律施行条例を採決します。 

  議案第１３号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１３号 住田町個人情報の保護に関する法律施行条例は原案のとおり

可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 議案第１４号 

○議長（瀧本正德君） 日程第９、議案第１４号 情報公開条例の一部を改正する条例を議題

とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（山田 研君） 議案第１４号 情報公開条例の一部を改正する条例について提案

理由の説明をいたします。 

  令和３年５月に改正された個人情報保護法に基づき、本条例の一部を改正しようとするも
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のであります。 

  主な改正内容は、開示義務に係る要件の追加、情報公開審査会の廃止及び住田町情報公開

個人情報保護審査会の新設に伴う関係条文の改廃であります。 

  それでは、新旧対照表により御説明いたします。 

  １ページを御覧ください。 

  第３章は、情報公開審査会に関する規定を削除するものであります。 

  第６章は、罰則に関する規定を削除するものであります。 

  第７条は、法で規定する要件の追加及び用語の整理であります。 

  ３ページを御覧ください。 

  第１６条は、用語の整理で、第７条改正による号ずれに伴う改正、情報公開審査会の廃止

及び住田町情報公開個人情報保護審査会の新設に伴う改正であります。 

  第３章第２３条から第３６条は、情報公開審査会の廃止に伴う削除であります。 

  ６ぺージを御覧ください。 

  第４４条は、第２５条の削除に伴う規定の削り、情報公開審査会の委員が職務上知り得た

秘密を漏らした場合の罰則を規定するものであります。 

  次に、附則であります。 

  第１項は、施行期日を令和５年４月１日とするものであります。 

  第２項は、改正後の第７条は、改正後の第１２条第１項について適用するものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１４号 情報公開条例の一部を改正する条例を採決します。 
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  議案第１４号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１４号 情報公開条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決され

ました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１０ 議案第１５号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１０、議案第１５号 住田町情報公開・個人情報保護審査会条

例を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（山田 研君） 議案第１５号 住田町情報公開・個人情報保護審査会条例につい

て提案理由の説明をいたします。 

  令和３年５月に改正された個人情報保護法に基づき、情報公開審査会、個人情報保護審査

会、個人情報保護審議会を廃止することに伴い、新たに情報公開・個人情報保護審査会を設

置するため、本条例を制定しようとするものでございます。 

  主な内容は、個人情報保護条例の廃止及び住田町個人情報の保護に関する法律施行条例の

新規制定に伴い、必要となる調査審議する機関を定めようとするもの、個人情報保護制度及

び情報公開制度間での整合性を確保する観点から、両制度の諮問機関を統一して運用するた

め整備しようとするものであります。 

  それでは、議案書により御説明いたします。 

  １ページを御覧ください。 

  第１条は、この条例の趣旨であります。 

  第２条は、住田町情報公開・個人情報保護審査会の設置について規定するものであります。 

  第３条は、諮問庁、公文書、保有個人情報について用語の定義をするものであります。 

  第４条第１項は、審査会の調査審議事項、第２項は、情報公開条例の実施に関し、実施期

間への意見について規定するものであります。 

  ２ぺージを御覧ください。 
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  第５条は、審査会の委員数を５人以内とするものであります。 

  第６条第１項は、委員は優れた識見を有する者から町長が委嘱すること、第２項は、委員

の任期を２年とすること、第３項は、補欠委員の任期を前任者の残任期間とすること、第４

項は、委員の守秘義務、第５項は、在任中に政党その他の政治的団体の役員となり、または

積極的に政治活動をしてはならないことを規定するものであります。 

  第７条第１項は、会長は委員の互選により選任すること、第２項は、会長は審査会を代表

し、会務を総理すること、第３項は、会長に事故または欠けたときの職務を代理する者の決

定方法を規定するものであります。 

  第８条は、調査審議の実施について規定するものであります。 

  第９条第１項、第２項、第３項及び第４項は、それぞれ調査権限について規定するもので

あります。 

  第１０条第１項及び第２項は、それぞれ意見の陳述について規定するものであります。 

  第１１条は、意見書等の提出について規定するものであります。 

  ３ページを御覧ください。 

  第１２条第１項、第２項、第３項及び第４項は、それぞれ提出資料の写しの送付等につい

て規定するものであります。 

  第１３条は、審査請求等に係る調査審議の手続は非公開とすることを規定するものであり

ます。 

  第１４条は、答申をしたときは、写しを審査請求人等に送付し、内容を公表することを規

定したものであります。 

  第１５条第１項及び第２項は、それぞれ審査請求等以外の審査審議について規定したもの

であります。 

  第１６条は、規則への委任であります。 

  第１７条第１項は、守秘義務に違反した場合の罰則について、第２項は、前項の規定を町

の区域外の者にも適用することを規定したものであります。 

  次に、附則であります。 

  第１条は、施行期日を令和５年４月１日とするものであります。 

  ４ページを御覧ください。 

  第２条は、施行日前に委員を委嘱できることを規定するものであります。 

  第３条第１項は、住田町情報公開審査会の廃止のときの不服申立てに関する調査審議中の
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ものについて、第２項は、旧委員の守秘義務について、第３項は、守秘義務に違反した場合

の罰則について規定するものであります。 

  第４条第１項は、住田町個人情報保護審査会を廃止したときの不服申立てに関する調査審

議中のものについて、第２項は、旧条例の実施に関する調査審議について、第３項は、旧委

員の守秘義務について、第４項は、守秘義務に違反した場合の罰則について規定するもので

あります。 

  第５条第１項は、旧個人情報保護条例の規定によるその権限に即された事項等に関する調

査審議について、第２項は、旧委員の守秘義務について、第３項は、守秘義務に違反した場

合の罰則について規定するものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第１５号 住田町情報公開・個人情報保護審査会条例を採決します。 

  議案第１５号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１５号 住田町情報公開・個人情報保護審査会条例は原案のとおり可

決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１１ 議案第２３号 
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○議長（瀧本正德君） 日程第１１議案第２３号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体の数の増減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めること

についてを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（山田 研君） 議案第２３号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団

体の数の増減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについ

て提案理由を説明いたします。 

  令和５年３月３１日をもって解散する岩手県沿岸知的障害児施設組合について、同日をも

って岩手県市町村総合事務組合から脱退させること及び令和５年４月１日に盛岡広域環境組

合を岩手県市町村総合事務組合に加入させ、盛岡広域環境組合の議会の議員その他非常勤の

職員に係る災害補償に関する事務を岩手県市町村総合事務組合において共同処理すること、

このことに伴い、岩手県市町村総合事務組合規約の一部を変更することについて議会の議決

を求めるものでございます。 

  ２枚目を御覧ください。 

  別紙は、岩手県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約で、別表第１から、岩手県

沿岸知的障害児施設を削除し、盛岡広域環境組合を加入、別表第２の退職手当の支給に関す

る事務の共同処理する団体から除く団体に盛岡広域環境組合を加えようとするものでござい

ます。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 
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  これから、議案第２３号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減

及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについてを採決しま

す。 

  議案第２３号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第２３号 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増

減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについては原案の

とおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１２ 議案第２４号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１２、議案第２４号 町道路線の廃止に関し議決を求めること

についてを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

○建設課長（佐々木真君） 議案第２４号 町道路線の廃止に関し議決を求めることについて

を御説明いたします。 

  今回廃止する路線は、上有住字土倉２９８番６８２地先を起点とし、上有住字土倉２９８

番６８２地先が終点の延長２５５．９メートルの町道滝観洞線であります。 

  路線図を御覧ください。 

  赤で示した部分が廃止しようとする路線で、丸印が起点を矢印が終点を表しております。 

  今回の廃止は、当該道路を管理用の道路として道路の機能は維持し、町道を廃止しようと

するものであります。 

  町道の廃止によって新たな観光施設の一部として一体的な管理が可能となり、景観にも配

慮した周辺整備や観光施設ならではの有意義な活用の検討を可能とするものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 
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  ６番、村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） 今回のこの町道路線の廃止というのは、ＪＲの上有住駅の行く手前の

公衆トイレから２５０メーターぐらいということですが、これから滝観洞の受付棟が新築に

なるわけですけれども、これに関わっての廃止を考えたということでいいのでしょうか。 

  それから廃止することによって、先ほども効果的なところが述べられました。もう一度期

待される効果をお尋ねいたします。 

○議長（瀧本正德君） 農政課長。 

○農政課長（佐々木光彦君） それでは、私のほうから説明をさせていただきます。 

  今回の町道路線の廃止のもともとの発端の部分といいますか、その部分でありますけども、

滝観洞のその受付棟の新築の際に大船渡土木センターとの建築確認等の協議をしたわけです

けども、その際にその擁壁の部分が土留め施工時に前方のほうに倒れ込む危険性があるとい

うようなことがございまして、それが倒れ込まないようにするためには、約１メートルほど

町道側のほうに建物自体を移動するといいますか、移動した形の設計の修正をする必要があ

ったということでございまして、その際に方法とすれば、町道の区域変更という方法もあっ

たわけですけども、この際、その新設工事と併せまして、町道を廃止をして、その施設の一

部としてその道路の部分を一体的管理にするというようなほうが有効ではないかというよう

なお話です。 

  例えばで言いますと、既存の川のガードレールもあるわけですけども、そういったものも

現在は町道でありましたので、ああいう形のガードレールということでございますが、観光

地らしく景観に配慮した防護柵というような形の整備という部分もすることも可能になると

いうようなことでございますので、いずれ観光施設ならではの有意義な活用ができるのでは

ないかなということで今回の上程に至ったものでございます。 

○議長（瀧本正德君） 村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） はい、分かりました。これから一体的な整備が始まっていくという期

待感があります。 

  それで、建設課長にお伺いしますが、今まで町道であったわけで、除雪等は町道ですから

町のほうでやってたかと思うんですが、今後は、滝観洞の業務を受託をした方々が除雪をす

るということになるということでしょうか。 

○議長（瀧本正德君） 建設課長。 

○建設課長（佐々木真君） 御質問のとおり、今までは町道としての除雪を行ってきたわけで
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ありますけれども、今後につきましては、施設の管理者のほうにお願いするということにな

ろうかと思ってございます。 

  以上です。 

○議長（瀧本正德君） ほかにございませんか。 

          〔発言する人なし〕 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第２４号 町道路線の廃止に関し議決を求めることについてを採決します。 

  議案第２４号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第２４号 町道路線の廃止に関し議決を求めることについては原案のと

おり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１３ 議案第２５号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１３、議案第２５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

変更についてを議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 議案第２５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更

について御説明いたします。 

  初めに、議案２枚目の奥土倉辺地総合整備計画変更新旧対照表を御覧ください。 

  今回の変更は、観光レクリエーション施設及び消防施設の事業費総額の増に伴う下線部分
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の変更でございます。 

  観光レクリエーション施設につきましては、事業費の７，５０４万９，０００円を１億５，

３４７万２，０００円に変更、総合施設につきましては、事業費の９０２万円を９６２万５，

０００円に変更し、これに係る辺地対策事業債予定額をそれぞれ１億４，８７０万円と２４

０万円とするものであります。 

  詳細につきましては、議案書裏面の総合整備計画の変更理由書を御覧ください。 

  ２、変更後（第３次変更）（１）滝観洞浄化槽設置事業は、滝観洞観光施設改築事業と一

体的に実施することにより、事業費及び現地対策事業債予定額が減となったものであります。 

  （２）滝観洞観光施設改築事業は、設計変更により事業費及び辺地対策事業債予定額が増

となったものであります。 

  （３）消防車両整備事業は、消防団第６分団第３部の車両を更新したもので、事業費が増

となったものの、附属品等の機材対象経費が減となったために、辺地対策事業債予定額が減

となったものであります。 

  なお、計画変更は、現地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置に関する

法律第３条の規定によりあらかじめ岩手県と協議し、議会の議決を経て総務大臣に提出しよ

うとするものであり、既に県との協議は異議のない旨、１月３１日付で回答を得ているもの

であります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第２５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更についてを採決し

ます。 



－150－ 

  議案第２５号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第２５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については原案

のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１４ 発委第１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１４、発委第１号 住田町議会の個人情報の保護に関する条例

を議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  議会運営委員長、佐々木春一君。 

          〔議会運営委員長 佐々木春一君登壇〕 

○議会運営委員長（佐々木春一君） 発委第１号 住田町議会の個人情報の保護に関する条例

について御説明をいたします。 

  今回の条例制定は、個人情報保護法が改正され、当該法改正において、議会は法が定める

規律の対象外とされましたが、議会は地方公共団体の機関に含まれるため、議会においても

個人情報の適正な取扱いを確保する資格があることから、個人情報保護のルールに沿った自

律的な規定について、必要な事項を定めようとするものです。 

  それでは、内容について御説明いたします。 

  まず、この条例は、６章で構成されております。 

  第１章は、総則で第１条から第３条において、本条例の目的、用語の定義、議会の責務に

ついて規定しております。 

  第２章は、個人情報等の取扱いについてで、第４条から１６条において、保有する個人情

報の利用目的や不適切な取扱いや不正な入手の禁止、利用の制限等について規定しておりま

す。 

  第３章は、個人情報ファイルについてで、第１７条で個人情報ファイルの作成、公表につ

いて規定しております。 

  第４章は、開示、訂正および利用停止についてで、第１８条から第４６条において、個人
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情報ファイルの開示、訂正、利用停止、審査請求に関する基準や手続について規定しており

ます。 

  第５章は、罰則についてで、第４７条から第５２条において分類・整理されていない場合

等の除外に関する内容や苦情等に対する対応、施行状況の公表などについて規定しておりま

す。 

  第６章は、罰則について第５３条から第５７条において、個人情報に不正な取扱いがあっ

た場合等における懲役や罰金等に関し規定しております。 

  附則は、条例の施行日を令和５年４月１日としようとするものであります。 

  以上、議員各位の御賛同をお願いし、発委案の提案理由といたします。 

○議長（瀧本正德君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、発委第１号 住田町議会の個人情報の保護に関する条例を採決します。 

  発委第１号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、発委第１号 住田町議会の個人情報の保護に関する条例は原案のとおり可決

されました。 

○議長（瀧本正德君） ここで、午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時５５分 

 

再開 午後 １時００分 
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○議長（瀧本正德君） 再開します。 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１５～日程第２０ 議案第１号～議案第６号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１５、議案第１号 令和５年度住田町一般会計予算、日程第１

６、議案第２号 令和５年度住田町国民健康保険特別会計予算、日程第１７、議案第３号 

令和５年度住田町介護保険特別会計予算、日程第１８、議案第４号 令和５年度住田町後期

高齢者医療特別会計予算、日程第１９、議案第５号 令和５年度住田町簡易水道事業会計予

算、日程第２０、議案第６号 令和５年度住田町下水道事業会計予算を一括議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 議案第１号から議案第６号まで、各会計の令和５年度予算案

について御説明いたします。 

  まず、議案第１号 令和５年度住田町一般会計予算の概要について御説明いたします。 

  予算書の１ページを御覧ください。 

  予算総額は歳入歳出それぞれ５０億３，５００万円で、前年度比当初予算比４億３，５０

０万円、９．５％の増であります。 

  歳入歳出予算の款ごとの概要については、第１表、歳入歳出予算で御説明いたします。 

  債務負担行為につきましては、８ページの第２表、地方債につきましては、９ページの第

３表のとおりであります。 

  一時借入金の借入れの最高額については、６億円とするものであります。 

  次に、第１表、歳入歳出予算により、款ごとの概要を御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。 

  なお、前年度当初予算との比較については、１０ページ、歳入歳出予算事項別明細書の歳

入を御覧ください。 

  １款町税は６億５６７万３，０００円で、前年度比１億３，９７４万１，０００円の増は、

固定資産税の増が主なものであります。 
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  ２款地方譲与税は８，２０５万４，０００円、３款利子割交付金は３０万円、４款配当割

交付金は９９万円、５款株式等譲渡所得割交付金は１００万円、６款法人事業税交付金は６

００万円、７款地方消費税交付金は１億２，１００万円、８款環境性能割交付金は２００万

円、９款地方特例交付金は１４０万円、１０款地方交付税は２３億２，０００万円、１１款

交通安全対策特別交付金は５０万円で、いずれも所要の見積額を計上しております。 

  １２款分担金及び負担金は３５５万３，０００円で、前年度比６５３万３，０００円の減

は、保育所運営費一部負担金の減が主なものであります。 

  １３款使用料及び手数料は８，８９２万８，０００円で、前年度比６９万８，０００円の

減は、町営住宅使用料の減が主なものであります。 

  １４款国庫支出金は、４億４１２万８，０００円で、前年度比１億１，９３６万１，００

０円の増は、社会資本整備総合交付金の増が主なものであります。 

  １５款県支出金は、２億５，９６６万７，０００円で、前年度比１，１９５万９，０００

円の増は、岩手県知事県議会議員選挙執行委託金の計上が主なものであります。 

  １６款財産収入は、５，２０６万円で、前年度比６３８万５，０００円の減は、町有林立

木売払い代金の減が主なものであります。 

  １７款寄附金は、５，１５０万１，０００円で、前年度比２，４５０万円の増であります。 

  １８款繰入金は、４億６，９８５万５，０００円で、前年度比１，３９０万４，０００円

の増は、財政調整基金繰入金の増が主なものであります。 

  １９款繰越金は、４，９５８万６，０００円で、前年度比１２９万円の減であります。 

  ２０款諸収入は、６，１５０万５，０００円で、前年度比１０２万１，０００円の増であ

ります。 

  ２１款町債は、４億５，３３０万円で、前年度比１億１，４１０万円の増は、町道改良等

の増が主なものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ５ページをお開き願います。 

  なお、前年度比当初予算との比較については１１ページ、歳入歳出予算事項別明細書の歳

出を御覧願います。 

  １款議会費は７，２３８万１，０００円で、前年度比３２万８，０００円の増は、職員人

件費の増が主なものであります。 

  ２款総務費は、７億８，１３８万９，０００円で、前年度比５，５３９万４，０００円の
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増は、旧下有住小学校プール等解体工事費の計上が主なものであります。 

  ３款民生費は、１０億６，５１１万７，０００円で、前年度比１，４５８万８，０００円

の増は、高齢者生活福祉センター改修工事費の計上が主なものであります。 

  ４款衛生費は、３億９，４４２万７，０００円で、前年度比１，７６６万９，０００円の

減は、簡易水道事業会計出資金の減が主なものであります。 

  ５款労働費は、６２万９，０００円で、前年度と同額であります。 

  ６款農林業費は、３億９，７３４万１，０００円で、前年度比１，２４９万２，０００円

の減は、森林環境保全直接支払事業委託料の減が主なものであります。 

  ７款商工費は、２億６４２万２，０００円で、前年度比６，３４６万１，０００円の増は、

滝観洞観光センター受付棟新築工事費の計上が主なものであります。 

  ８款土木費は、６億２，７９７万９，０００円で、前年度比２億５，８０３万３，０００

円の増は、補償費の増が主なものであります。 

  ９款消防費は、２億４，７５７万７，０００円で、前年度比、８５６万７，０００円の増

は、消防団員報酬の増が主なものであります。 

  １０款教育費は、５億３，７９２万１，０００円で、前年度比５，９９５万３，０００円

の増は、スクールバス購入費の計上が主なものであります。 

  １１款災害復旧費は、１万円で、前年度と同額であります。 

  １２款公債費は、６億７，０４４万５，０００円で、前年度比４９万１，０００円の減は、

臨時財政対策債の利子の減が主なものであります。 

  １３款諸支出金は、２，７００万円で、前年度比７００万円の増であります。 

  １４款予備費は、６３６万２，０００円で、前年度比１６７万２，０００円の減でありま

す。 

  なお、令和５年度の主な事業につきましては、既に配付しております別冊の令和５年度一

般会計歳入歳出予算の概要と主な事業のとおりとなっております。 

  以上が一般会計予算の概要であります。 

  次に、議案第２号 令和５年度住田町国民健康保険特別会計予算の概要について御説明い

たします。 

  予算書の９９ページを御覧ください。 

  予算総額は、歳入歳出それぞれ６億６，１８０万３，０００円で、前年度当初予算比で２，

２０６万６，０００円の増は、保険給付費の増が主なものであります。 
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  一時借入金の借入れの最高額につきましては、３，０００万円と定めようとするものであ

ります。 

  歳入歳出予算の款ごとの説明につきましては、省略させていただきます。 

  次に、議案第３号 令和５年度住田町介護保険特別会計予算の概要について御説明いたし

ます。 

  予算書の１１７ページを御覧ください。 

  保険事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ９億９，９７２万６，０００円で、前年度

比２７万９，０００円の増は、地域密着型介護サービス給付費の増が主なものであります。 

  介護サービス事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ２２３万８，０００円で、前年度

比１２万８，０００円、６．１％の増は、予防給付ケアマネジメント業務委託料の増が主な

ものであります。 

  一時借入金の借入れの最高額につきましては、保険事業勘定において、５，０００万円と

定めようとするものであります。 

  歳入歳出予算の款ごとの説明につきましては、省略させていただきます。 

  次に、議案第４号 令和５年度住田町後期高齢者医療特別会計予算の概要について御説明

いたします。 

  予算書の１４１ページを御覧ください。 

  予算総額は、歳入歳出それぞれ８，１０８万円で、前年度比８８６万４，００円、９．

９％の減は、後期高齢者広域連合納付金の減が主なものであります。 

  歳入歳出予算の款ごとの説明につきましては、省略させていただきます。 

  次に、議案第５号 令和５年度住田町簡易水道事業会計予算の概要について御説明いたし

ます。 

  予算書の１ページを御覧ください。 

  業務の予定量は、給水件数１，５８０件、総給水量３６万立米であります。 

  収益的収支は、収入１億６，１４０万円、支出１億４，４８９万４，０００円であります。 

  資本的収支は、収入３，８４６万８，０００円、支出８，５９３万１，０００円でありま

す。 

  支出に対する不足額４，７４６万３，０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額４５万３，０００円及び過年度分損益勘定留保資金４，７０１万円より補塡する

ものであります。 
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  その他、一時借入金の限度額、予定支出の各項の経費の金額の流用、議会の議決を経なけ

れば流用することのできない経費、他会計からの補助金及び棚卸資産の購入限度額につきま

しては、それぞれ定めるものであります。 

  款ごとの説明につきましては、省略させていただきます。 

  次に、議案第６号 令和５年度住田町下水道事業会計予算の概要について御説明いたしま

す。 

  予算書の１ページを御覧ください。 

  業務の予定量は、接続戸数６６０戸、総排出量１６万８，８００立米であります。 

  収益的収支は、収入１億４，４３９万９，０００円、支出１億４，４０１万円であります。 

  資本的収支は、収入３，４５５万４，０００円、支出３，８７１万３，０００円でありま

す。 

  支出に対する不足額４１５万９，０００円は、当年度分消費税及び地方消費税、資本的収

支調整額６万８，０００円及び過年度分損益勘定留保資金４０９万１，０００円により補塡

するものであります。 

  その他、一時借入金の限度額、予定支出の各項の経費の金額の流用、議会の議決を経なけ

れば流用することができない経費及び他会計からの補助金につきましては、それぞれ定める

ものであります。 

  款ごとの説明につきましては、省略させていただきます。 

  以上、議案第１号から議案第６号まで、令和５年度住田町各会計の予算案の説明を終わり

ます。 

○議長（瀧本正德君） お諮りします。 

  議案第１号から議案第６号までの各会計予算については、議長を除く全員をもって構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査したいと思います。 

  御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（瀧本正德君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第１号から議案第６号までの各会計予算については、議長を除く全員を

もって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定しました。 

  なお、この予算審査特別委員会は、正・副委員長互選のため、本日、本会議散会後、引き

続き当議会において招集することといたします。 
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  改めて通知は差し上げませんので、御了承願います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（瀧本正德君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後１時１５分 

─────────────────────────────────────────── 
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